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1･　本研究は ウェ スト原型 と同じ 目的を もって ステン

カラーの考察を行なっ た。

2.　頭部の傾斜角度を中心に衿腰 の形態並び に上衿 の

お り方 につい て折山線 と接点 の定位置を考察し た。次 に

衿倒し の量および位置をいかに扱 う か に つ いて考察し

た。 尚，衿ぐり の変化によっ て折山線が どのように動 く

かについ て衿 腰を1  cm ～4  cm まで のと定 めて本研究 を

行なった。

3.　頚部の傾斜角度によって衿 倒し の量をN.P. と接

点に分割することが好まし い と考えられ る。しかし，原

型の衿 ぐりの形 の変化によって，そ の量 と位置はい くぶ

ん の差があることが認 められ た。


